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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収納する洗浄槽と、前記洗浄槽又は前記洗浄槽に収納された内視鏡への水、洗
剤又は洗浄水の供給を制御する制御ユニットと、を備え、
　前記制御ユニットの背面には、掛架部材が設けられ、
　前記掛架部材は、壁側掛架部材と、制御ユニット側掛架部材とから構成され、
　前記壁側掛架部材は、地面から上方に延びる面に固設される板状部と、前記板状部に設
けられ、前記制御ユニット側掛架部材と係合することにより、前記制御ユニット側掛架部
材を掛止する掛止部と、前記板状部の下部に設けられ、板状部から前方へ突出した載置部
と、載置部の前端に設けられ、載置部の上面から上方へ突出し、前記制御ユニットの前方
への落下を防止する落下防止部と、を有する
　内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　前記制御ユニットは、前記洗浄槽、或いは、前記洗浄槽に収納された内視鏡へ水、洗剤
又は洗浄水を供給するためのホースを接続する第一アダプタ群と、前記洗剤を洗剤容器か
ら前記制御ユニットに供給するためのホースの端部に設けられる洗剤アダプタと、前記洗
剤を前記洗剤容器から前記制御ユニットへ吸引する吸引部材と接続するホースの端部に設
けられる吸引部材アダプタと、電源スイッチと、電源コード用開口部と、を備え、
　前記第一アダプタ群および洗剤アダプタは、前記制御ユニットの正面側に配置され、前
記吸引部材アダプタ、電源スイッチ及び電源コード用開口部は、前記制御ユニットの側面
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側に配置される
　請求項１に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　前記制御ユニットは、音声出力手段と、該音声出力手段の動作を操作する操作手段と、
を備え、
　前記操作手段は、前記制御ユニットの正面側に配置され、
　前記載置部に前記操作手段を固定するための固定部材が設けられる
　請求項１または２に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
　前記操作手段は、感圧スイッチにより構成される
　請求項３に記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置の制御ユニットの技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内視鏡は
、通常、院内感染を防止するために、使用後の徹底した洗浄及び消毒を行うことが義務付
けられている。内視鏡洗浄装置は、内視鏡の洗浄、消毒を半自動的に行う装置である。内
視鏡洗浄装置は、使用後の内視鏡を洗浄槽に収納し、リーク検査工程、洗浄工程、すすぎ
工程等の各種工程を自動的に行う装置である（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　内視鏡洗浄装置は、内視鏡を収納する洗浄槽と、洗浄槽又は洗浄槽に収納された内視鏡
への水、洗剤又は洗浄水（水＋洗剤）の供給を制御する制御ユニットと、を備えている。
【０００４】
　制御ユニットは、洗浄槽、又は、洗浄槽に収納された内視鏡へ水、洗剤又は洗浄水を供
給するためのホースを接続するアダプタ類（例えば、給水口アダプタ、副送水アダプタ又
は送気・送水アダプタ）、並びに、洗剤を洗剤容器から制御ユニットに供給するアダプタ
類（例えば、洗剤アダプタ又はシリンジアダプタ）を備えている。
【０００５】
　しかし、洗浄槽と制御ユニットと、洗剤容器とを同一の場所に配置すると、大きなスペ
ースが必要となっていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２０７７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の解決しようとする課題は、スペースを有効に活用できる内視鏡洗浄装置を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００９】
　即ち、請求項１においては、内視鏡を収納する洗浄槽と、前記洗浄槽又は前記洗浄槽に
収納された内視鏡への水、洗剤又は洗浄水の供給を制御する制御ユニットと、を備え、前
記制御ユニットの背面には、掛架部材が設けられ、前記掛架部材は、壁側掛架部材と、制
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御ユニット側掛架部材とから構成され、前記壁側掛架部材は、地面から上方に延びる面に
固設される板状部と、前記板状部に設けられ、前記制御ユニット側掛架部材と係合するこ
とにより、前記制御ユニット側掛架部材を掛止する掛止部と、前記板状部の下部に設けら
れ、板状部から前方へ突出した載置部と、載置部の前端に設けられ、載置部の上面から上
方へ突出し、前記制御ユニットの前方への落下を防止する落下防止部と、を有するもので
ある。
【００１０】
　請求項２においては、前記制御ユニットは、前記洗浄槽、或いは、前記洗浄槽に収納さ
れた内視鏡へ水、洗剤又は洗浄水を供給するためのホースを接続する第一アダプタ群と、
前記洗剤を洗剤容器から前記制御ユニットに供給するためのホースの端部に設けられる洗
剤アダプタと、前記洗剤を前記洗剤容器から前記制御ユニットへ吸引する吸引部材と接続
するホースの端部に設けられる吸引部材アダプタと、電源スイッチと、電源コード用開口
部と、を備え、前記第一アダプタ群および洗剤アダプタは、前記制御ユニットの正面側に
配置され、前記吸引部材アダプタ、電源スイッチ及び電源コード用開口部は、前記制御ユ
ニットの側面側に配置されるものである。
【００１１】
　請求項３においては、前記制御ユニットは、音声出力手段と、該音声出力手段の動作を
操作する操作手段と、を備え、前記操作手段は、前記制御ユニットの正面側に配置され、
前記載置部に前記操作手段を固定するための固定部材が設けられるものである。
【００１２】
　請求項４においては、前記操作手段は、感圧スイッチにより構成されるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、スペースを有効に活用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】内視鏡洗浄装置を示した斜視図。
【図２】制御ユニットを示した正面図。
【図３】壁側掛架部材を示した正面図。
【図４】制御ユニットを示した背面図。
【図５】壁側掛架部材を外した制御ユニットを示した背面図。
【図６】制御ユニットを示した左側面図及び右側面図。
【図７】洗剤容器を取り付けた制御ユニットを示した正面図。
【図８】制御ユニットの配管系統を示した配管系統図。
【図９】制御ユニットの作用を示した配管系統図。
【図１０】制御ユニットの別の作用を示した配管系統図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１を用いて、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００について説明する。
　なお、図１では、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００を斜視にて表している。また
、図１では、分かり易く説明するため、内視鏡洗浄装置１００の洗浄ユニット１０と制御
ユニット５０とを接続するホース類の図示を省略している。
【００１６】
　内視鏡洗浄装置１００は、本発明の内視鏡洗浄装置に係る実施形態である。内視鏡洗浄
装置１００は、内視鏡の洗浄及び消毒を半自動的に行う装置である。内視鏡洗浄装置１０
０は、洗浄ユニット１０と、制御ユニット５０と、を備えている。
【００１７】
　洗浄ユニット１０は、洗浄される内視鏡が収納されるものである。洗浄ユニット１０は
、洗浄槽２０を備えている。
【００１８】
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　制御ユニット５０は、洗浄ユニット１０又は洗浄ユニット１０に収納された内視鏡２０
０へ水、洗剤又は洗浄液（水＋洗剤）を循環させる、或いは、圧縮空気を供給制御するも
のである。制御ユニット５０の内部には、圧縮空気を供給するエアポンプ５１（図８参照
）と、水、洗剤又は洗浄液を循環させる循環ポンプ５２（図８参照）と、制御回路（図示
略）等と、が設けられている。なお、制御ユニット５０について、詳しくは後述する。
【００１９】
　内視鏡２００は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内
視鏡２００は、コネクタ部２１０と、ユニバーサルコード２２０と、操作部２３０と、挿
入部２４０と、を備えている。
【００２０】
　コネクタ部２１０には、光源装置やビデオプロセッサに配線を接続するための接点部が
設けられている。また、コネクタ部２１０には、後述する浸漬洗浄工程で洗浄液が供給さ
れるための副送水シリンダ２１０Ａが設けられている。
【００２１】
　ユニバーサルコード２２０は、コネクタ部２１０と操作部２３０とを接続している。
　操作部２３０は、挿入部２４０のアングルを操作するアングルノブ２３０Ａと、送気・
送水シリンダ２３０Ｂと、処理具を挿入する鉗子口２３０Ｃと、を備えている。
【００２２】
　挿入部２４０は、操作部２３０に接続され、可撓性のある棒状体で構成されている。挿
入部２４０の先端には、体腔内を照明する照明部（図示略）と、体腔内を撮影する撮影部
（図示略）とが設けられている。
【００２３】
　図２乃至図６を用いて、制御ユニット５０について説明する。
　なお、以下では、制御ユニット５０について、図２乃至図６に示される前後方向、左右
方向及び上下方向に従って説明する。
【００２４】
　図２を用いて、制御ユニット５０の正面側について説明する。
　なお、図２では、制御ユニット５０を正面視にて表している。
【００２５】
　制御ユニット５０の正面側は、正面視にて逆Ｕ字形状のケース６０に正面板６１を取り
付けて構成されている。正面板６１には、第一アダプタ群としての給水口アダプタ７２と
、第一アダプタ群としての副送水アダプタ７１と、第一アダプタ群としての送気・送水ア
ダプタ７３と、リークチェックアダプタ７５と、洗剤アダプタ８２と、音声を出力する音
声出力手段であるスピーカー９１と、操作スイッチ９２が備えられる。
【００２６】
　第一アダプタ群としての副送水アダプタ７１、給水口アダプタ７２及び送気・送水アダ
プタ７３は、正面板６１の左右方向の略中央部かつ上下方向の略中央部に上下方向に沿っ
て縦一列に配置されている。リークチェックアダプタ７５は、正面板６１の左右方向の略
中央部かつ上下方向の下端部に配置されている。
【００２７】
　副送水アダプタ７１は、洗浄槽２０に収納された内視鏡２００の副送水シリンダ２１０
Ａ（図１及び図８参照）と副送水ホース５０１（図８参照）で接続されるためのアダプタ
である。副送水アダプタ７１からは、内視鏡２００の内部を循環させるための水、洗剤又
は洗浄液が送られる。
【００２８】
　給水口アダプタ７２は、洗浄槽２０の給水口と給水口ホース５０２（図８参照）で接続
されるためのアダプタである。給水口アダプタ７２には、洗浄槽２０から制御ユニット５
０に向かって水、洗剤又は洗浄液が給水される。洗浄槽２０を循環した水、洗剤又は洗浄
液は、給水口アダプタ７２から制御ユニット５０に給水される。
【００２９】
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　送気・送水アダプタ７３は、洗浄槽２０に収納された内視鏡２００の送気・送水シリン
ダ２３０Ｂ（図１及び図８参照）又は鉗子口２３０Ｃ（図１及び図８参照）と送気・送水
ホース５０３で接続されるためのアダプタである。送気・送水アダプタ７３からは、洗浄
ユニット１０を循環する、或いは、内視鏡２００の内部を循環させるための水、洗剤又は
洗浄液が送られる。
【００３０】
　リークチェックアダプタ７５は、洗浄ユニット１０に収納された内視鏡のリークチェッ
ク接続口とホースで接続されるためのアダプタである。リークチェックアダプタ７５から
は、内視鏡の内部に充填されるための圧縮空気が送られる。
【００３１】
　洗剤アダプタ８２は、正面板６１の左右方向の右端部かつ上下方向の下端部に配置され
ている。
【００３２】
　洗剤アダプタ８２は、洗剤容器４００と洗剤ホース６０２（図８参照）で接続されるた
めのアダプタである。洗剤アダプタ８２には、洗剤容器４００からシリンジ３００に吸引
される洗剤が送られる。
【００３３】
　スピーカー９１は、音声情報を出力する装置であり、正面板６１の後方であって、右上
部に設けられている。
【００３４】
　操作スイッチ９２は、制御ユニット５０の電子機器の操作を行うためのスイッチであり
、コード９２ａの一端が電気的に連結される一方、その他端は正面板６１を貫通し、制御
ユニット５０内部の図示せぬ制御回路に接続されている。本実施形態では、操作スイッチ
９２は、エアポンプ５１（図８参照）、循環ポンプ５２（図８参照）、及びスピーカー９
１の操作を行うためのスイッチである。
【００３５】
　操作スイッチ９２は、感圧スイッチで構成される。感圧スイッチとは、操作スイッチ９
２への入力方法として、操作者から何らかの接触があった場合に操作が行われるスイッチ
であり、例えば、手で握ることで感圧スイッチの操作が行われる。
【００３６】
　操作スイッチ９２は、図２に示すように、全体に丸みを持たせた板状に構成されている
。操作スイッチ９２は、操作者が、手で握ることにより曲げられたり、潰されたり、折り
曲げられたりされて、内部の空洞がつぶれて通電される。操作スイッチ９２を操作するこ
とにより、具体的には、操作スイッチ９２に対して、操作回数、操作タイミング、及び操
作時間の内の少なくとも一つの条件を変更しつつ入力することにより、制御回路（図視略
）に電気信号が送信される。
【００３７】
　また、操作スイッチ９２は、絶縁性のゴム材料と、前記ゴム材料中に均等に分散された
状態で存在する導電性粒子と、を有するものであっても良い。このように構成することに
より、無加圧時は、導電性粒子は互いに接触しておらず（導電経路を形成していない状態
）、電気抵抗が高くなり、加圧時には導電性粒子が次第に接触することで、電気抵抗が減
少する。操作スイッチ９２を操作することにより、具体的には、操作スイッチ９２に対し
て、操作回数、操作タイミング、及び操作時間の内の少なくとも一つの条件を変更しつつ
入力することにより、図示せぬ制御基板に電気信号が送信される。
【００３８】
　図４及び図５を用いて、制御ユニット５０の背面側について説明する。
　図４及び図５では、制御ユニット５０を背面視にて表している。
【００３９】
　制御ユニット５０の背面側は、背面視にて逆Ｕ字形状のケース６０に背面板６２を取り
付けて構成されている。背面には、掛架部材１０１が着脱可能に設けられている。
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　掛架部材１０１は、壁などの地面から上方に延びる面に接合される壁側掛架部材１０２
と、制御ユニット５０の背面板６２に着脱可能に設けられる制御ユニット側掛架部材１０
３とから構成される。
【００４０】
　壁側掛架部材１０２は、図３及び図４に示すように、板状部１０２ａと、板状部１０２
ａの上端に設けられた掛止部である掛止孔１０２ｂと、板状部１０２ａの下部に設けられ
、板状部１０２ａから前方へ突出した載置部１０２ｃと、載置部１０２ｃの前端に設けら
れ、載置部１０２ｃの上面から上方へ突出した落下防止部１０２ｄと、を有する。
　板状部１０２ａは、上下方向上端及び下端が屈曲して後方（壁側）へと突出しており、
図示せぬ螺子等により壁等に固設される。
　掛止孔１０２ｂは、板状部１０２ａの上部に設けられており、制御ユニット側掛架部材
１０３に設けられた掛止部材１０３ｂと係合することにより、制御ユニット側掛架部材１
０３を掛止する孔である。掛止孔１０２ｂは、掛止部材１０３ｂの数に対応して設けられ
ており、本実施形態においては２つ設けられている。
　載置部１０２ｃは、板状部１０２ａの下部から前方へ突出した部材であり、その上面が
平面となるように形成されている。また、下面には、補強部材１０２ｆが設けられており
、補強部材１０２ｆは、板状部１０２ａの下端と連結している。
【００４１】
　補強部材１０２ｆには、操作スイッチ９２を固定するための固定部材１０２ｅが設けら
れている。
　固定部材１０２ｅは、例えば、樹脂製のバンドで構成されており、補強部材１０２ｆに
設けられた孔１０２ｇに通され、操作スイッチ９２のコード９２ａをまとめて結束して固
定するものである。
　このように構成することにより、コード９２ａが補強部材１０２ｆに固定され、操作ス
イッチ９２は、壁に掛架された掛架部材１０１の下方に吊り下げられる。このため、操作
スイッチ９２と洗浄槽２０とが同一の作業スペースに配置されることが無いため、洗浄槽
２０での作業中に操作スイッチ９２を誤操作することを防止することができるものである
。
【００４２】
　落下防止部１０２ｄは、載置部１０２ｃの上面から突出しており、側面視四角形状に形
成されている。落下防止部１０２ｄの載置部１０２ｃからの高さは、制御ユニット５０の
前方への落下を防止することができる高さであればよく、本実施形態においては、制御ユ
ニット５０の下端に設けられた脚部５０ａの高さと略同じになるように形成されている。
【００４３】
　制御ユニット側掛架部材１０３は、板状部１０３ａと、板状部１０３ａの上部に設けら
れた掛止部材１０３ｂとから構成される。
　板状部１０３ａは、図５に示すように、制御ユニット５０の背面板６２に螺子によって
着脱可能に固定される。
　掛止部材１０３ｂは、板状部１０３ａの上部から後方へ向けて突出しておりその後端が
下方へ突出している。掛止部材１０３ｂは、本実施形態においては２つ設けられている。
【００４４】
　次に、掛架部材１０１を用いた制御ユニット５０の壁等への掛架について説明する。
　壁側掛架部材１０２は、板状部１０２ａが図示せぬ螺子等で固定されることにより、壁
等に固設されている。
　制御ユニット５０に制御ユニット側掛架部材１０３を螺子によって固定し、掛止部材１
０３ｂを掛止孔１０２ｂへ挿入することにより、掛止部材１０３ｂと掛止孔１０２ｂとが
係合し、制御ユニット５０が、壁等へ掛架されることとなる。
【００４５】
　このように構成することにより、制御ユニット５０を、洗浄槽２０が配置された作業台
等から離して配置することができるため、スペースを有効に活用することができる。
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【００４６】
　図６を用いて、制御ユニット５０の左側面側及び右側面側について説明する。
　図６（Ａ）では、制御ユニット５０を左側面視にて表している。図６（Ｂ）では、制御
ユニット５０を右側面視にて表している。
【００４７】
　制御ユニット５０の左側面側には、シリンジアダプタ８１と、電源スイッチ８５と、電
源コード用開口部８６と、が配置されている。
【００４８】
　シリンジアダプタ８１は、ケース６０の左側面の前下部に配置されている。
【００４９】
　シリンジアダプタ８１は、後述するシリンジ３００（図８参照）とシリンジホース６０
１（図８参照）で接続されるためのアダプタである。シリンジアダプタ８１には、後述す
る洗剤容器４００（図７参照）からシリンジ３００に吸引される洗剤が送られる。また、
シリンジアダプタ８１には、シリンジ３００から内視鏡２００へ注出される洗剤液が送ら
れる。
【００５０】
　電源スイッチ８５は、内視鏡洗浄装置１００の電源のＯＮ／ＯＦＦを切り替えるスイッ
チである。本実施形態では、電源スイッチ８５は、シーソー型のスイッチで構成されてい
る。電源コード用開口部８６は、制御ユニット５０に電源を供給する電源コードが取り出
される開口部である。
【００５１】
　図６（Ｂ）に示すように、制御ユニット５０の右側面側には、後述する固定ベルト９５
の取り付け孔６０Ｂが形成されている。
【００５２】
　図７を用いて、洗剤容器４００を取り付けた制御ユニット５０について説明する。
　なお、図７では、制御ユニット５０を正面視にて表している。また、図７では、分かり
易く説明するため、洗剤容器４００と制御ユニット５０とを接続するホース類の図示を省
略している。
【００５３】
　洗剤容器４００は、洗浄ユニット１０に収納される内視鏡２００の内部に供給される洗
剤を貯溜するものである。洗剤容器４００は、制御ユニット５０の右側面において、載置
部１０２ｃに載置されており、固定ベルト９５に捲回して制御ユニット５０に取り付けら
れている。固定ベルト９５は、フック９６・９６によって、取り付け孔６０Ｂ・６０Ｂに
取り付けられている。
【００５４】
　図８を用いて、制御ユニット５０の配管系統及び作用について説明する。
【００５５】
　上述したように、制御ユニット５０には、圧縮空気を供給するエアポンプ５１と、水、
洗剤又は洗浄液を循環させる循環ポンプ５２と、が設けられている。エアポンプ５１の吸
入側には、吸気フィルタ５１ａが設けられている。エアポンプ５１の吐出側は、リークチ
ェックアダプタ７５と配管５７によって接続されている。また、配管５７の中途部には逃
がし弁５８が設けられている。逃がし弁５８は、配管５７内の圧力が一定以上になった場
合に開状態となり、圧力が過度に高くなるのを防ぐための弁である。逃がし弁５８の下流
側には、消音フィルタ５８ａが設けられている。
　リークチェックアダプタ７５は、リークチェックホース５０４と接続されている。
　なお、圧力が過度に高くなるのを防ぐ手段として本実施形態では逃がし弁を設けている
が、これに限定するものではなく、例えば、オリフィスを設けることもできる。
【００５６】
　循環ポンプ５２の吸入側は、給水口アダプタ７２と配管によって接続されている。給水
口アダプタ７２は、給水口ホース５０２と接続されている。給水口ホース５０２の他端は
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、洗浄槽２０の下面に設けられた給水孔２１に接続されている。また、給水孔２１の上面
には、プレフィルタ２２が設けられている。プレフィルタ２２は、目の比較的粗い網状に
構成されており、大きなゴミ等を補集するための部材である。
【００５７】
　また、給水口ホース５０２の中途部には補集部材２３が設けられている。補集部材２３
は、例えば、目の比較的細かい網を有する容器で構成されており、細かいゴミ等を捕集す
るための部材である。このように構成することにより、循環ポンプ５２側へ、ゴミ等が移
動するのを防止することができる。
【００５８】
　循環ポンプ５２の吐出側は、副送水アダプタ７１及び送気・送水アダプタ７３と配管に
よって接続されている。副送水アダプタ７１は、副送水ホース５０１と接続されている。
送気・送水アダプタ７３は、送気・送水ホース５０３と接続されている。
【００５９】
　循環ポンプ５２の吐出側は、逆止弁５５を介して、シリンジアダプタ８１と配管によっ
て接続されている。シリンジアダプタ８１は、シリンジホース６０１を介してシリンジ３
００と接続されている。
【００６０】
　洗剤アダプタ８２は、逆止弁５６を介して、逆止弁５５とシリンジアダプタ８１との間
に接続されている。洗剤アダプタ８２は、洗剤ホース６０２を介して洗剤容器４００と接
続されている。なお、逆止弁５５は、正方向の流れに対しても一定以上の圧力が作用しな
ければ流れない構成とされている。
【００６１】
　図９を用いて、制御ユニット５０の作用として、洗剤を洗浄ユニット１０に供給する際
の洗剤の流れについて説明する。
　なお、図９の破線は、制御ユニット５０の作用として、洗剤を洗浄ユニット１０に供給
する際の洗剤の流れを示している。
【００６２】
　洗剤を洗浄ユニット１０に供給する際には、副送水ホース５０１と、送気・送水ホース
５０３が洗浄槽２０内に開放されている。
【００６３】
　洗剤を洗浄槽２０に供給する際には、まず、シリンジ３００を引き抜き、洗剤容器４０
０から洗剤を抽出する。このとき、抽出される洗剤は、逆止弁５６を正方向に流れ、抽出
された洗剤が洗剤容器４００に逆流することはない。
【００６４】
　次に、シリンジ３００を押し込み、シリンジ３００から洗浄槽２０へ洗剤を注入する。
このとき、注入される洗剤は、逆止弁５５を正方向に流れ、注入された洗剤がシリンジ３
００に逆流することはない。逆止弁５５を正方向に流れる洗剤は、副送水アダプタ７１及
び送気・送水アダプタ７３からホースを介して洗浄槽２０に供給される。
【００６５】
　また、シリンジ３００を押し込まない状態では、逆止弁５５が正方向の流れに対しても
一定以上の圧力が作用しなければ流れない構成のため、シリンジ３００の洗剤が洗浄槽２
０へ漏れることはない。
【００６６】
　図１０を用いて、制御ユニット５０の作用として、浸漬洗浄工程の際の洗浄液の流れに
ついて説明する。
　なお、図１０の破線は、制御ユニット５０の作用として、浸漬洗浄工程の際の洗浄液の
流れを示している。
【００６７】
　浸漬洗浄工程では、洗浄液（水＋洗剤）が内視鏡２００の内部に供給される。そのため
、副送水ホース５０１は、内視鏡２００の副送水シリンダ２１０Ａに接続される。また、
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送気・送水ホース５０３は、先端側が二股に分かれ、一方が内視鏡２００の送気・送水シ
リンダ２３０Ｂに接続され、他方が内視鏡２００の鉗子口２３０Ｃに接続される。
【００６８】
　浸漬洗浄工程では、洗浄槽２０の洗浄液が、循環ポンプ５２によって、給水口ホース５
０２及び給水口アダプタ７２を介して給水される。循環ポンプ５２によって吸入された洗
浄液は、副送水アダプタ７１、副送水ホース５０１及び副送水シリンダ２１０Ａを介して
、内視鏡２００の内部に供給される。
【００６９】
　同時に、循環ポンプ５２によって給水された洗浄液は、送気・送水アダプタ７３、送気
・送水ホース５０３及び送気・送水シリンダ２３０Ｂを介して、内視鏡２００の内部に供
給される。また、循環ポンプ５２によって給水された洗浄液は、送気・送水アダプタ７３
、送気・送水ホース５０３及び鉗子口２３０Ｃを介して、内視鏡２００の内部に供給され
る。
【００７０】
　内視鏡２００の内部に供給された洗浄液は、内視鏡２００の内部を循環して挿入部２４
０の先端から洗浄槽２０の内部に排出される。このようにして、洗浄液は、内視鏡２００
内部と洗浄槽２０とを循環する。
【００７１】
　以上のように、内視鏡２００を収納する洗浄槽２０と、洗浄槽２０又は洗浄槽２０に収
納された内視鏡２００への水、洗剤又は洗浄水の供給を制御する制御ユニット５０と、を
備え、制御ユニット５０の背面には、掛架部材１０１が設けられ、掛架部材１０１は、壁
側掛架部材１０２と、制御ユニット側掛架部材１０３とから構成され、壁側掛架部材１０
２は、板状部１０２ａと、板状部１０２ａに設けられた掛止孔１０２ｂと、板状部１０２
ａの下部に設けられ、板状部１０２ａから前方へ突出した載置部１０２ｃと、載置部１０
２ｃの前端に設けられ、載置部１０２ｃの上面から上方へ突出した落下防止部１０２ｄと
、を有するものである。
　このように構成することにより、制御ユニット５０及び洗剤容器４００を壁等に掛架す
ることができ、洗浄槽２０と、制御ユニット５０及び洗剤容器４００とを別の場所に配置
することができるため、スペースを有効に使用することができる。
【００７２】
　また、制御ユニット５０は、洗浄槽２０、或いは、洗浄槽２０に収納された内視鏡２０
０へ水、洗剤又は洗浄水を供給するためのホースを接続する第一アダプタ群としての給水
口アダプタ７２、副送水アダプタ７１、及び送気・送水アダプタ７３と、洗剤を洗剤容器
４００から前記制御ユニット５０に供給するためのホースの端部に設けられる洗剤アダプ
タ８２と、制御ユニット５０へ吸引するシリンジ３００と接続するホースの端部に設けら
れるシリンジアダプタ８１と、電源スイッチ８５と、電源コード用開口部８６と、を備え
、給水口アダプタ７２、副送水アダプタ７１、及び送気・送水アダプタ７３並びに洗剤ア
ダプタ８２は、制御ユニット５０の正面側に配置され、シリンジアダプタ８１、電源スイ
ッチ８５及び電源コード用開口部８６は、制御ユニット５０の側面側に配置されるもので
ある。
　このように構成することにより、制御ユニット５０の背面に掛架部材１０１を配置する
ことができるため、制御ユニット５０及び洗剤容器４００を壁等に掛架することができ、
洗浄槽２０と、制御ユニット５０及び洗剤容器４００とを別の場所に配置することができ
るため、スペースを有効に使用することができる。
【００７３】
　また、制御ユニット５０は、スピーカー９１と、スピーカー９１の動作を操作する操作
スイッチ９２と、を備え、操作スイッチ９２は、制御ユニット５０の正面側に配置され、
載置部１０２ｃに操作スイッチ９２を固定するための固定部材１０２ｅを設けたものであ
る。
　このように構成することにより、操作スイッチ９２と洗浄槽２０とが同一の作業スペー
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ことを防止することができる。
【００７４】
　また、操作スイッチ９２は、感圧スイッチによって構成されるものである。
　このように構成することにより、感圧スイッチを手で握ることで操作が行われるため、
感圧スイッチが誤って操作される回数が減少する。
【符号の説明】
【００７５】
　２０　　洗浄槽
　５０　　制御ユニット
　７１　　副送水アダプタ（第一アダプタ群）
　７２　　給水口アダプタ（第一アダプタ群）
　７３　　送気・送水アダプタ（第一アダプタ群）
　８１　　シリンジアダプタ（吸引部材アダプタ）
　８５　　電源スイッチ
　８６　　電源コード用開口部
　９１　　スピーカー（音声出力手段）
　９２　　操作スイッチ
　１０１　掛架部材
　１０２　壁側掛架部材
　１０２ａ　板状部
　１０２ｂ　掛止孔（掛止部）
　１０２ｃ　載置部
　１０２ｄ　落下防止部
　１０２ｅ　固定部材
　１０３　制御ユニット側掛架部材
　１０３ａ　板状部
　１０３ｂ　掛止部材
　２００　内視鏡
  ３００　シリンジ（吸引部材）
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